2026年度　世界展開力強化事業（CAMPUS-Asia６）
地球規模課題解決に資する教育政策マネジメント専門人材育成プログラム　
申請書
	所属
	学籍番号
	氏名

	-1希望する交流プログラム（〇で囲んでください）
□交流プログラムA（教育コア）＜韓国(KNUE)・タイ(KKU)＞
□交流プログラムB（環境コア）＜マレーシア(UTM)＞ 国際連携持続環境科学専攻学生

-2派遣を希望する大学　（韓国(KNUE)・タイ(KKU)の中から第2希望までご記入下さい。）
【第１希望】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【第２希望】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	②本プログラムでの留学を希望する理由（自分の研究と地球規模課題解決との関係、学際的・国際的協働への意欲、自分の将来への繋がりなどに留意して記入してください。）












	 指導教員の推薦文












誓約書


私は、募集要項の趣旨に記載された内容を理解し、下記項目すべての実行を確約しますので、書類を揃え、2026年度学生派遣プログラムに応募します。


下記の項目をチェックしてください。

□ プログラム参加に関わるオリエンテーションにすべて参加する
□ 危機管理セミナーに必ず参加する
□ 予定されているすべてのプログラムに参加する
□ 留学中は本学および派遣先大学の指導者(メンター)等の指示に従い研修目的に沿った行動をとる
□ 留学後、速やかにアンケートを提出する
□ パスポート、ビザ等の手配ができる
□ パスポートの有効期限が入国時より６か月以上ある(残存期間が１年未満の場合は早急に更新する）
□ 感染症危険情報レベル２・３の国へ渡航する際には、「学生の渡航に関する特別措置に係る申合せ」に基づき、所属教育組織長の許可を得ている（本事業での渡航は留学になるため、「留学願」の提出が必要です。）
□ 両親等及び指導教員（クラス担任）の承諾を得ている
□ 在籍中の本学における履修計画に問題ないことを確認できている
□ 健康に特段の不安はない
□ 今後、プログラム受入留学生の支援に必ず協力する
□ 海外旅行保険およびOSSMAへの加入は自己負担で行う
□ プログラム終了後のTOEIC IPテスト受験に協力する


■申請者
・氏名（署名）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・メールアドレス（sメール）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・電話番号（日中連絡のつく番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■推薦者
　　
「申請者が当プログラムへ参加することを了解のうえ推薦いたします。」

・指導教員等氏名（署名）：　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
